
昨
年
の
米
国
大
統
領
選
挙
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
支
持

し
た
中
に
、
白
人
の
高
卒
以
下
の
人
が
多
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
で
、
こ
の
党
は

長
ら
く
「
金
持
ち
が
支
持
す
る
政
党
」
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヒ
ラ
リ
ー
氏
の
民
主
党
は
、
福

祉
を
重
視
す
る
。
し
た
が
っ
て
平
均
的
あ
る
い
は
そ
れ
以

か
ら
ト
ラ
ン
プ
氏
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
、
つ
ま
り
２
国
間
交

渉
で
関
税
な
ど
の
輸
入
条
件
を
決
め
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の

不
法
移
民
を
壁
を
つ
く
っ
て
食
い
止
め
る
と
公
約
し
て
支

持
を
広
げ
た
。

欧
州
で
も
、
移
民
受
け
入
れ
に
反
対
し
、
国
内
の
中
間

層
の
保
護
を
唱
え
る
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
政
党

感
が
な
い
。
移
民
は
よ
い
が
難
民
は
困
る
と
い
う
こ
と

か
。

○
中
間
層
の
所
得
が
上
が
ら
な
い

さ
て
、
話
を
戻
せ
ば
、
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
中
間
層
の

所
得
が
上
が
ら
な
い
、
と
い
う
よ
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
世
界
銀
行
の
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る

Ｂ
・
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
こ
れ
を
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
ー

ブ
」
の
語
で
み
ご
と
に
説
明
し
て
い
る
（
詳
細
を
知
り
た

け
れ
ば
、
同
氏
の
『
大
不
平
等
』
と
い
う
著
作
が
み
す
ず

書
房
か
ら
今
年
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
。

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
は
ゾ
ウ
で
、
図
の
曲
線
が
、
ゾ
ウ
が
鼻

を
高
々
と
あ
げ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ

い
て
い
る
。
こ
の
図
で
一
番
高
い
の
は
真
ん
中
あ
た
り

で
、
新
興
国
で
次
々
と
中
間
層
が
生
ま
れ
、
そ
の
所
得
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
高
い
の
は
右
の
端

者
が
高
齢
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
賃
金
と
平
均
賃
金

が
低
下
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
賃
金
や

年
俸
が
切
り
下
げ
ら
れ
ず
、
先
輩
と
同
じ
額
を
も
ら
っ
て

い
る
と
し
て
も
、
マ
ク
ロ
的
に
は
年
俸
＝
購
買
力
が
低
下

し
て
し
ま
う
の
だ
。
上
記
の
よ
う
に
５
年
間
で
20
兆
円
総

年
俸
が
減
少
す
る
と
、
日
本
全
体
の
個
人
消
費
支
出
は

３
０
０
兆
円
な
の
で
、
税
金
が
多
少
下
が
る
と
し
て
も
、

消
費
が
５
％
（
15
兆
円
）
程
度
低
下
す
る
と
考
え
て
お
い

た
方
が
よ
い
。
も
し
消
費
が
下
が
ら
な
け
れ
ば
、
貯
蓄
が

減
る
。
そ
れ
だ
け
日
本
の
高
齢
化
は
激
烈
だ
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。

繰
り
か
え
し
に
な
る
が
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
賃
金
水
準
は
変
わ
ら
な
い
。
換
言
す

れ
ば
、
中
流
意
識
は
維
持
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

下
が
る
の
で
あ
る
。

武
藤
泰
明
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下
の
生
活
水
準
の
人
に
支
持
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ

が
、
ど
う
も
こ
れ
が
逆
転
し
て
、
ヒ
ラ
リ
ー
氏
は
「
セ
レ

ブ
」
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
庶
民
の
味
方
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。高

卒
以
下
の
白
人
の
典
型
的
な
仕
事
は
製
造
従
事
者

で
あ
る
。
こ
の
仕
事
は
、
工
場
の
国
外
移
転
、
輸
入
、
移

民
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
賃
金
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。
だ

が
得
票
を
伸
ば
し
て
い
る
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
理
由
の

一
つ
は
、
移
民
、
と
い
う
よ
り
難
民
受
入
れ
に
つ
い
て
Ｅ

Ｕ
に
同
調
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
に
言

え
ば
、
現
ロ
ン
ド
ン
市
長
の
サ
デ
ィ
ク
・
カ
ー
ン
氏
（
労

働
党
）
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
親
は
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
移

民
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
の
４
割
は
移
民
で
あ
る
。

だ
か
ら
市
民
も
市
長
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
っ
て
も
違
和
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エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
ー
ブ

で
、
高
所
得
層
の
所
得
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
米
国
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
年
俸
は
、
も
は
や

１
億
ド
ル
、
つ
ま
り
１
０
０
億
円
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
人
々
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
進
国
の
中
間
層
で
あ
っ
た
人
々

は
、
賃
金
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。
前
述
し
た
の
は
製
造

従
事
者
の
例
だ
が
、
た
と
え
ば
Ｉ
Ｔ
の
技
術
者
は
、
イ
ン

ド
の
労
働
者
と
競
争
し
て
い
る
。
先
進
国
に
お
い
て
産
業

と
経
済
を
支
え
て
き
た
人
々
の
所
得
が
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。

○
日
本
人
の
中
流
意
識
は
不
変

で
は
日
本
人
は
ど
う
か
。
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
の
が

「
一
億
総
中
流
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
長

引
く
デ
フ
レ
で
中
流
意
識
も
崩
壊
し
た
は
ず
だ
と
よ
く

中
流
な
の
だ
が
、
そ
の
中
流
の
中
で
、
意
識
は
「
上
方
移

動
」
し
て
い
る
。
経
済
が
伸
び
な
い
と
か
、
非
正
規
労
働

者
が
増
え
た
と
か
、
財
政
が
破
綻
し
て
い
る
と
か
、
し
た

が
っ
て
将
来
に
不
安
を
持
つ
人
が
多
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
国
民
の
意
識
は

落
ち
着
い
て
い
る
。
欧
米
各
国
か
ら
み
る
と
、
驚
く
よ
う

な
結
果
な
の
で
は
な
い
か
。

○
高
齢
化
に
よ
る
「
マ
ク
ロ
購
買
力
」
の
低
下

問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
落
ち
着
い
た
意

識
が
、
マ
ク
ロ
経
済
の
実
態
と
は
乖
離
し
て
い
る
と
い
う

点
な
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し

て
み
た
い
（
表
２
）
。
現
在
、
若
年
層
（
20
歳
代
、
就
労

人
口
８
０
０
万
人
）
の
平
均
年
俸
が
４
０
０
万
円
、
中
年

層
（
30
〜
59
歳
、
４
０
０
０
万
人
）
は
８
０
０
万
円
、
60

歳
代
（
５
０
０
万
人
）
が
４
０
０
万
円
で
あ
る
と
す
る
。

人
口
も
年
俸
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
の
も
の
な
の
で
正

確
な
数
字
で
は
な
い
。
こ
れ
が
５
年
後
に
、
若
年
層
は
６

０
０
万
人
に
、
中
年
層
は
３
６
０
０
万
人
に
減
少
し
、
60

歳
代
は
１
０
０
０
万
人
、
つ
ま
り
２
倍
に
な
る
と
す
る
。

全
体
と
し
て
は
、
就
労
人
口
は
５
年
間
で
１
０
０
万
人
減

少
す
る
。
こ
の
場
合
、
日
本
の
就
労
者
の
総
年
俸
は
３
７

２
兆
円
か
ら
３
５
２
兆
円
へ
と
、
20
兆
円
減
少
す
る
。
平

均
年
俸
は
、
７
０
２
万
円
が
６
７
７
万
円
、
つ
ま
り
25
万

円
の
減
少
で
あ
る
。

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
に
荒
っ
ぽ
い
も
の
な
の

だ
が
、
出
て
き
た
数
字
で
重
要
な
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ

は
、
「
日
本
の
賃
金
が
年
功
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
50

歳
代
後
半
で
大
き
く
低
下
す
る
」
と
い
う
前
提
を
置
く

と
（
置
く
と
い
う
よ
り
、
事
実
そ
う
で
あ
ろ
う
）
、
就
労

(%)
上 中の上中の中中の下 下

1965年 0.6 7.3 50.0 29.2 8.4
1988年 0.5 6.9 52.8 29.2 7.6
1999年 0.8 9.3 56.2 24.6 6.4
2017年 1.1 14.2 56.5 21.7 5.0

資料：国民生活に関する世論調査
注：不明回答があるため合計は100％にならない。

言
わ
れ
る
の
だ
が
、
実

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

な
く
、
「
中
流
意
識
」

は
健
在
で
あ
る
。
表
１

は
高
度
成
長
初
期
の
１

９
６
５
年
、
バ
ブ
ル
絶

頂
の
１
９
８
８
年
、
デ

フ
レ
の
１
９
９
９
年
、

そ
し
て
今
年
（
２
０
１

７
年
）
を
比
較
し
た
も

の
だ
が
、
「
中
の
上
」

が
増
加
し
「
中
の
下
」

が
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

あ
い
か
わ
ら
ず
一
億
総

所得水準

富裕層

先進国
中間層

新興国
中間層

図　エレファントカーブ

表 1　生活の程度についての意識

年齢階層
平均年俸
（万円）

人口(現在)
（万人）

人口(5年後）
（万人）

20代 400 800 600
30－50代 800 4,000 3,600
60代 400 500 1,000

就労人口計

（万人）
5,300 5,200

総年俸
（億円）

3,720,000 3,520,000

加重平均年俸
（万円）

702 677

注：人口、年俸ともに実際値ではなく、シミュレーションの
ための仮定値である。

表 2　高齢化による平均年俸低下のシミュレーション
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